
いつ筋名はつけられたの？

筋名の特徴は？

萩は、周防・長門両国を領有した毛利氏36万9000

石の城下町として江戸時代、260年間にわたって栄え

てきました。

城下町は松本川と橋本川に囲ま

れた三角州上につくられ、町づく

りは三角州内の木や竹を切り払

い、沼地を埋めたてて街路や宅地

を造成することから始められまし

た。

計画的につくられた萩城下町で

は、基準となる街路を設定し、その

街路に平行、あるいは直交する形

で、方角や防御・防災などを考慮

して町割りがおこなわれました。

萩の筋名は現在約250確認されていて、それぞれに

様々な由来があります。同業の商人や職人たちが集ま

って住んでいた城下町らしく、職業名にちなんだもの

が多いのが特徴です。

また、流行ったものや筋の形などが名前の由来にな

ったものもあり、当時の人の粋な心が感じられます。

学芸員さんに聞いてみよう！ 筋名情報はこちらで
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雁島橋西交差点

東萩駅前

萩橋西詰

弘法寺前

新川

新川東

無田ヶ原口

道の駅前

笠山入口

萩東中学校

警察署前大久保通り

唐樋町

札場跡

御許町
明倫館前

市民館前

萩美術館前

平安古町

玉江橋西詰

椿町
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計画的につくられた萩城下町（安政元～2年 萩城下町絵図）

どんな時に町印が使われたの？

萩城下の町は、全部で

28ありました。「町奉行
まちぶぎょう

」

が支配し、「御客屋
お き ゃ く や

」とい

う町奉行所が設けられまし

た。このほか、萩城下の港

町であった浜崎町、浜崎新

町の2町があり、「浜崎宰判
さいばん

」

に属していました。

萩城下はその地理的事情

から、築城以来大規模な洪水に見舞われました。その

ため、萩藩は「萩川々洪水防止法
はぎかわかわこうずいぼうしほう

」を制定。見張役人

が危険を知らせる喚鐘
かんしょう

を打ち鳴らすと、各町はリレー

式に鐘を鳴らし、役人、町人、農民などおよそ1000

人余りが出動して水防にあたりました。

このとき、各町が持ち場についていることの合図と

して掲げたのが、町印が描かれた「昇
のぼり

」と「提灯
ちょうちん

」。

町印は、当時

の人々が一致

団結して水害

から萩城下を

守った印なの

です。

城下町・御成道エリアには筋

名埋め込みサイン57基を設置

しています。

さあ、「筋名マップ」を持っ

て、埋め込みサインをたどりな

がら、江戸時代の歴史やまちな

みを楽しんでください。

まち歩きにでかけよう！

筋名、町印の情報のほか、特徴ある萩の歴史や文化、自然な
どを模型や映像、実物資料で分かりやすく紹介します。

9：00～17：00（入館は16：30まで）

なし（年１回臨時休館あり）

大人 500円　高校・大学生 300円
小・中学生 100円

萩市堀内355

0838－25－6447

0838－25－3142

http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/hagihaku/

萩の史跡や文化財、古い町並みを解説つきで楽しむことがで
きます。コースや時間は自由に設定できます。

ガイド料 1,000円　※要予約
(集合場所と解散場所が
別々の場合は2,000円)

住　　所 萩市呉服町1丁目33番地2

申し込み 0838－25－3527 

このマップでご紹介する筋名のほか、萩市内の全筋名の位置、
別名、由来などを調べることができます。

ＵＲＬ　http://machihaku.city.hagi.yamaguchi.jp/street/

城下町にあり武家屋敷にならった外観が特徴

町印が描かれた提灯（萩博物館にて展示中）

町印で
一致団結！

起源は
江戸時代！

～萩をもっと知りたい方へ～

■ 萩博物館（本町の北、猫町の東）

～まち歩きをもっと楽しみたい方へ～

■ NPO萩観光ガイド協会（江戸屋横町の北、呉服町）

～まだまだ面白ストーリーが知りたい方へ～

■ 筋名ホームページ

（萩博物館 副館長 樋口尚樹さん）

開館時間

休 館 日

入 場 料

住 所

Ｔ Ｅ Ｌ

Ｆ Ａ Ｘ

Ｕ Ｒ Ｌ

城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア城下町・御成道エリア

筋名埋め込みサイン

す じ め い ま ち じ る し

■発行　まちじゅう博物館シンポジウム実行委員会
城下町・萩筋名復活委員会

■問い合わせ　萩市まちじゅう博物館推進課
TEL／0838ー25ー3166



瓦町
このあたりには
瓦職人が住んで
いたことから、
名前の由来とな
りました。

西田町・東田町
城下町の建設当時、田地であったと
ころに商家が並ぶ町ができたことか
ら名前の由来となりました。
西田町の町印は、「西」の読みをと
って「にし貝」がデザインされてい
ます。

米屋町
萩藩がここで家臣へ
米を支給していたこ
とから、名前の由来
となりました。
町印は、米を計る「升」
と「かき棒」がデザ
インされています。

唐樋町
このあたりは
沼地の芦原で
唐樋門（水門）
があったこと
から、名前の
由来となりま
した。

高句麗垰（こくりがたお）

萩に蒙古襲来!?

鎌倉時代、元寇の際に高句麗
こ う く り

の軍が上陸し、戦ったといわ
れています。東側には藩の
土木建築用務を行う「大木

お こ

屋
や

」、西側には会計用務を行
う「御蔵許

お く ら も と

」がありました。

浜 町（はまのちょう）

妖怪しだい高
だか

現る!?

菊ヶ浜と平行に走り、潮風
が香り、石垣が今も美しく
残る筋です。その昔、妖怪
「しだい高」をこの付近で
退治し、石垣に刀傷ができ
たとか。夜道の通行にはご
注意を。

本 町（ほんちょう）

萩城下のメインストリート

江戸時代には、今よりも２
倍の道幅があり、藩主の参
勤交代の道、「御成道」でも
ありました。両側には、主
に藩主毛利家一門の上屋敷
が建ち並んでいました。

猫 町（ねこのちょう）

耳を済ませば今も鳴き声が!?

毛利輝元の家臣長井元房
もとふさ

には、か
わいがっていた猫がいました。彼
が輝元の後を追って殉死すると、
その猫も、主人の後をおって主人
の墓の前で死んでいたそうです。
この筋に長井の屋敷があったこと
から、名前の由来となりました。

袋 町（ふくろちょう）

城下町特有の鍵状の道

袋小路になっていたことから、名
前の由来となりました。現在は慶
安橋筋とつながり、鍵状の道にな
っています。鍵状の道は、今でも
堀内・平安古の「鍵曲

かいまがり

」と袋町、
江向の筋の4箇所で見られます。

三年橋筋（さんねんばしすじ）
ここで転ぶと恐ろしいことが!?

三年橋という石橋があった
ことから、名前の由来とな
りました。転ぶと三年以内
に死ぬといわれていました
が、この辺りは坂道なので、
通行に注意を促すたとえだ
と思われます。

糸鬢町（いとびんちょう）

流行ヘアスタイルが筋名に

江戸時代、若者の間で糸鬢
というヘアスタイルが流行
しました。この筋が非常に
細く、ヘアスタイルの鬢の
形状を思い起こすことから
名前の由来となりました。

雑賀下がり筋（さいかさがりすじ）
町の住人が筋名に

萩藩士雑賀三郎右衛門の屋敷前か
ら下っていた道のため、名前の由
来となりました。また、新堀川に
架かる「彩花橋」の名称は、この
筋の名をとった雅称です。筋名に
は、町に関係の深い人物の名前を
用いた例も多く見られます。

北片河町・南片河町
町筋の西側は
萩城の外堀だ
ったので、片側
のみに町が作
られたことか
ら名前の由来
となりました。

町印は、各町名に由来するデザイ
ンが用いられています。デザイン
の意味を想像しながらまち歩きを
楽しんでください。

呉服町一丁目・二丁目
当初は御福町
と呼ばれてい
ましたが、町年
寄が呉服の商
売をしていた
ので改められ
ました。

筋名から知る萩城下のあれこれ

筋名から

いろいろな
ことが

分かるよ
！

町の由来と
町印

A
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～頓振町
どんぶりちょう

から知る～

萩城下にも銭湯！？
ドンブリ型の風呂があったことから名前の由来とな
った頓振町。藩政時代、銭を鋳造していた職人たち
が、仕事が終わってから汗を流しにやってきたとか。
職人たちの活気あふれる声が聞こえてきそうです。
萩城下の武家屋敷や町屋の平面図では、いわゆる
「内風呂」が確認できます。現在のように湯をふんだ
んに使い、肩までつかる形の風呂であったかどうか
は不明です。

～大馬場筋
お お ば ば す じ

から知る～

馬術は武士のたしなみ
江戸時代、乗馬の練習を行う広場、「馬場」があった
大馬場筋。ほかにも、平安古、土原、江向、金谷な
ど城下町の各所に「馬場」のつく筋名が残されてい
ます。萩城下の武士たちは午前８時に登城、午後４
時に下城したので、執務時間外や休日を利用して、
乗馬の練習にいそしんでいたと思われます。

～唐樋町
か ら ひ ま ち

から知る～

萩の交通の要衝
ここは、萩往還（山口方面）、赤間関街道（下関方面）、
石州街道（津和野方面）の出発点であり、多くの人々が
行きかう交通の要衝でした。そのため、「札場

ふ だ ば

」が設け
られ、藩主が決めた法度

は っ と

や掟書
おきてがき

などを木の板札に書き、
人目をひくように掲げていました。なお、萩城下で禁
じられていたことは、「路上での喫煙」や「ゴミの不法
投棄」などでした。
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堀内大馬場の図（八江萩名所図絵）

唐樋札場の図（八江萩名所図絵）

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

慶
安
橋
筋

袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町
袋
町


